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 副校長 青木 美穂 

今夏は、体温
たいおん

以上の高い気温が続き、夏休みが明けて９月に入っても、残暑
ざんしょ

厳
きび

しい日が続き

ました。この暑さの主因
しゅいん

は、日本だけに関
かん

して言えば、偏西風
へんせいふう

の蛇行
だ こ う

と熱帯
ねったい

地域における低気
て い き

圧
あつ

活動の影響の「合わせ技
わざ

」だと指摘
し て き

されています。しかしながら、長期的
ちょうきてき

な温暖化
おんだんか

も気温を

底上
そ こ あ

げしているとも言われており、やはり、地球環境を懸念
け ね ん

するばかりです。 

さて、今年度も、西本郷中学校では、文科省
もんかしょう

が進めている「ＳＤＧｓ達成
たっせい

の担
にな

い手
て

育成
いくせい

（Ｅ 

ＳＤ）推進
すいしん

事業
じぎょう

」において、横浜市のＥＳＤ推進校となり、カリキュラムデザインと連動
れんどう

させ

たＥＳＤを推進
すいしん

しています。９月においては、３年生がＳＤＧｓの視点
し て ん

から沖縄修学旅行を振
ふ

り返
かえ

り、『持続
じ ぞ く

可能
か の う

な沖縄』について、ポスターセッションを行いました。「現地で体験的に

学んだこと」と「データ資料
しりょう

」等とをかけ合わせてグループで分析
ぶんせき

し、一人１台端末
たんまつ

を活用し

てプレゼンデータにまとめました。作成
さくせい

時間も発表時間も限
かぎ

られおり、その制限
せいげん

の中で、分析
ぶんせき

結果
け っ か

を効果的
こうかてき

に伝
つた

えるにはどのようしたら良いか、仲間と相談しながら作り上げる学びの過程
か て い

には「調 整 力
ちょうせいりょく

」や「粘
ねば

り強さ」が必須となります。他のグループの発表資料に刺激を受け

て、「メタ認知
に ん ち

」が働
はたら

き、自分たちのグループの取組を客観的
きゃくかんてき

に把握
は あ く

して、修正
しゅうせい

し、精度
せ い ど

を

上げて立派
り っ ぱ

でした。保護者や後輩の皆さんには１０月の楠笑
くすくす

祭
さい

で展示発表する予定です。 

ところで、今回、詩
し

を１つ掲載
けいさい

させていたただき

ました。「夏休み明けに登校した生徒が記
しる

した爽
さわ

や

かな詩
し

だな」と感
かん

じるかと思います。しかし、実
じつ

は、ＡＩ（人工
じんこう

知能
ち の う

）技術で作成
さくせい

したものなので

す。「栄区」 「西本郷
にしほんごう

中学校」「くすの木」と 

いうキーワードを使
つか

って中学生が作ったように詩
し

を

作成してほしいとＡＩに依頼
い ら い

したところ、数秒
すうびょう

で

回答
かいとう

があり、驚
おどろ

きました。少々、違
い

和感
わ か ん

のある所は

ありますが、やさしい語
かた

りかけもあり、心癒
こころいや

さ 
 

れるような詩になっています。  

このようなＡＩなどの進化
し ん か

が今、数週間、数カ月

単位
た ん い

で起こっています。世の中の動きがどんどん速
はや

くなっているので、変化を嫌
いや

がらないこ

と、変化する側
がわ

に常
つね

に身
み

を置
お

くというメンタリティーが、重要
じゅうよう

になっていくと言われていま

す。時代の変化に合わせて、つねに勉強していく姿勢
し せ い

がますます大切になっていると強く感じ

ています。だからこそ、今、学校で重視
じゅうし

し、注目
ちゅうもく

して育成
いくせい

を目指
め ざ

している「調 整 力
ちょうせいりょく

」や「粘
ねば

り強さ」、「メタ認知
に ん ち

」などの社会情動
じょうどう

的
てき

コンピテンシーは、これからの未来を創
つく

る子どもた

ちには一層
いっそう

、必要な力だと改
あらた

めて思うのです。生徒にとって学校が、わくわくしながら経験
けいけん

を

積
つ

み重
かさ

ねていける学習の場であるよう、今学期も努
つと

めてまいります。 
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校長 廣渕徹志 

 今年度の『横浜子ども会議』は、次の＜横浜子どもアクションプラン＞をもとに 

 

 

 

 

 

 

 横浜子ども会議のテーマ 

 

 

 

 

に沿って、まずは７月 11 日（火）に西本郷中学校ブロック３校（西 

本郷小・笠間小・西本郷中）の代表が集まり、「いじめの未然防止」 

のために大切にしたいこと、ブロックとして取り組めそうなことや 

共通の活動などできそうなことについて協議をしました。 

各中学校ブロックでの協議内容をもとに、８月 31 日（木）「横浜 

子ども会議栄区交流会」が栄区役所で開催されました。 

桂台中代表の司会で、５番目に西本郷中ブロックの実践発表が行 

われました。 

＜ 各学校の取組 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜ 西本郷中学校ブロックの大切にしたいこと、これから行えること ＞ 

 

 

 

 

 

 
 

「互いの違いを認め合い、人を思いやる」 

 その一歩として“互いに挨拶を交わそう！ 
 

＜ 横浜子どもアクションプラン ＞ 

○ 一人ひとりにできること 「自分からコミュニケーションをとり、相手と分かり合えるように

します」 

○ 学校でできること 「絆を強めるため、お互いの気持ちを伝える活動をします」 

○ まちの人とできること 「まちの人と関わるきっかけをつくります」 

「つながる、広げる、いじめの未然防止の輪」 
 ～いじめをなくすために、一人ひとりができること～ 

 【 西本郷中学校 】 

・ Nisitter（意見箱）の設置  ・ あいさつ運動    ・ ピンクシャツデー、人権作文の取り組み 
 

 【 西本郷小学校 】 

・ 仲良し班で他学年と交流  ・ あいさつ運動  ・ 「やさしいな」： 人のいいところを掲示 
 

 【 笠間小学校 】  「３つのあい」 ＝ あいさつ  助け合い  認め合い 

・ 全校集会「誰もが楽しい」 ・ あいさつ運動  ・ 巻き芯プロジェクト 

・ スマイルレター： 頑張ったところ、良かったところ 

 

― 西本郷中ブロックの取組 ― 

＜ ３校同時のあいさつ運動 ＞ 

今年度も引き続き実施します！ 

各小学校の“あいさつ運動”に西本郷中学校

の生徒会が参加します！ 

【 大切にしたいこと 】 
 

・ あいさつ運動 

・ 意見を言える、聞いてもらえる環境づくり 

・ 相談する 

・ お互いのことを考える、信頼関係を築く 

【 行えること 】 
 

・ あいさつ運動 

・ 意見箱の設置、話し合いの場 

・ 他学年との交流 

まずは「あいさつ」から 
「話しかけてみよう！～きっと仲間になれる～」 



 

 

 

 

 

 

9月 1日は 1923（大正 12）年に発生し、大きな被害をもたらした関東大震災からちょうど 100

年にあたります。 

 当時の東京府、神奈川県など関東地方 7府県で、計約 10万 5000人の死者・行方不明者が出た

と言われています。この大震災では、昼食時間帯の発生で煮炊きの火を使っていた家庭が多かっ

たこともあり、人的被害のほとんどが火災によるものでした。また、人口が多く大火（火災旋風 

も含む）に見舞われた東京の方が犠牲者の数も多かったようですが、揺れの激しさや被害の深刻

さは神奈川が酷かったとも言われています。 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会によると、マグニチュード７クラスの首都直下地震が

今後 30 年以内に起こる確率は 70％になるそうです。極めて高い数値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ＜ 生き残るための『72時間』 ― 大災害から身を守るには ― ＞ 
 

○ 日頃からの備えが必要である！ 

   自宅で避難生活を送ることができるよう、備蓄品を揃えておく！ 

     例えば、水 ： １人１日３㍑３日分を家族の人数に合わせて備えておく！ 
 

      ※ いますぐ災害に備えるための「栄防災ノート」を参照し、揃えてみよう！ 
 

   本校は“地域防災拠点”に指定されており、自宅で生活が送れなくなった人が避難す 

る場所です。 
 

○ まずは自分の身を守る！ 
 

   自分の身を守ることができなければ、他を 

  助けるとこもできない！自分の命があってこ 

  その「共助」である。 
 

○ みんなで防災減災！ 
    

   日頃から挨拶を行ったり、顔の見える関係づくりが大切です。いざという時に助け合え 

る関係を築きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大規模地震が発生した時、現代には現代の弱点や課題があぶり出されることがあります！ 
 

“まだ来ない その考えが 命取り” 
 

新聞やネットニュース等、様々な情報を手に入れることができます。 

＜ 『72 時間』生き残れ！ ―72 時間を生き抜く知恵― ＞ 

72 時間（丸３日）とは、国や自治体支援体制を構築する時間で、この 

時間はみんなへの支援物資が少なく、自力で生き抜く必要があります。 

いつ、どこで、どのような状況で地震が起こるかわからない！ 

自宅？学校？通学途中？塾？歩いている時？自転車？電車？ 

夏？冬？朝方？午前中？昼食時？夕方？夜？就寝時？雨？など 

だから、「日頃から備えをしておきましょう」と言います。 

【避難場所は２カ所以上を確認しておく！】 

西本郷中学校区にはいたち川が流れ、「洪水浸

水想定区域」に指定されている地域がありま

す。大地震と風水害の時は危険を回避する必

要があります。 

 

 

 

自助 ＝ 自分で自分を助けること 

共助 ＝ 家族、企業や地域コミュニティで 

ともに助け合うこと 

公助 ＝ 行政による救助・支援のこと 

― 西本郷中学校地域防災拠点 ― 

防災訓練 ９月３日（日）実施 

○ 地域防災拠点の開設・運営について 

（ＤＶＤ視聴） 

○ 講義 （武内栄区地域防災担当係長） 

○ 意見交換・感想 
 

地域防災拠点運営委員長 千葉廣衛 

 



様々な視点からの防災について、ご家庭でも考えてみては如何でしょうか！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 
                      

 

１．３年生 生徒・保護者対象進路説明会  １０月 ５日（木） １４：４５～ 

  １年生 保護者対象自然教室説明会             １６：００～ 
  

２．第２回西本郷中ブロック学校運営協議会 １０月１２日（木） １０：３０～ 
 

３．個別支援学級合同体育大会（三ツ沢競技場）１０月１８日（水） 午   後 
 

４．児童生徒交流日            １０月２５日（水） 午   後 
     

５．ふれあいコンサート（本校体育館）     １０月２８日（土） １０：００～ 
 

６．楠笑祭 第１日目 合唱の部      １０月３０日（月） 鎌倉芸術館 

      第２日目 展示・発表の部      ３１日（火） 本   校 

お 知 ら せ 

滋賀
し が

 梨音
り の ん

さん （１年２組） 

― アジア国際音楽コンクール ピアノ部門第３位 ― 
 

  ８月に東京で開催された「アジア国際音楽コンクール」ピアノ部門 

において、本校の滋賀梨音さんが出場しました。このコンクールでは 

ショパンとラフマニノフの楽曲を演奏し、見事３位となりました。 

  本人は、「世界に羽ばたくピアニストになれるよう精進したいと思 

います。」とさらなる今後の飛躍を語ってくれました。 

 

 

 

笠間デイキャンプ ７月２２日 
 

小学４～６年生が６チームに分かれて 

ヨーヨーづくりやスイカ割りなどの野外 

活動に挑戦しました。中学生は１年生３ 

名、２年生１名、３年生１名が各チーム 

のサブリーダーとして参加しました。 

 各チームのリーダーを担当した地域の 

方々からは、中学生について、 

「指示を待つのではなく、自ら考え行動し

てくれて助かりました。」 

「自分も中学生になっても参加したい！

と思った子がきっといるはずです。」 

「また来年も一緒に活動したいです。」 

など、ありがたいお言葉をたくさん 

いただきました。 

 

ゆうわ館で水遊び ８月１・８日 
 

朝からとても暑い中、テントの設営、ビ

ニールプールの空気入れの準備から始ま

り、赤ちゃんや幼児をお出迎えしました。

楽しい時間を過ごせるようにと安全に気

をつけながら見守り活動を行いました。休

憩室では、まだ歩くことのできない小さな

赤ちゃんを抱っこさせてもらっている 

生徒もいました。日頃なかなか赤ちゃんや

幼児と接する機会もない生徒達も多いよ

うでしたが、上手にあやしたり、優しく声

かけしたりと積極的に行動する姿がとて

も頼もしかったです。貴重な 体験ができ

たとともに、みんなの笑顔が絶えない素敵

な時間を過ごすことができた様子でした。 


